
広島県高等学校教育研究会工業部会は，工業

教育に関し，広島県教育委員会の指導のもとに，

学習指導要領等の法令に則って自主的・創造的

な教育研究活動を行い，広島県内の工業関係高

等学校の振興と教育関係者の資質向上を図るこ

とを目的に活動する会である。その具体的な活

動内容として，研究協議会の開催，機関紙の発

行，専門分野に分かれた小部会での研究授業等

の研修を行っている。

ここで紹介するものは，平成２３年８月１９日に

開催された第２８回広島県高等学校教育研究会工

業部会夏季研究協議会において報告したもので

ある。

近年の科学技術の進歩は目覚ましく，それに

ともない産業構造は大きく変化している。その

ため，求められる専門的知識は，より高度で知

識に裏打ちされた技術とともに，創造力などが

求められる時代になっている。

この社会の変化は，専門高校へ様々な課題を

与え，その課題の解決に応えるため，工業高校

１．研究の目的
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の教員が，社会の動向を把握するとともに，専

門高校の現状を分析し，その評価結果を教育内

容へ反映してきた。しかし，このような取組や

教育内容の再編を進めても，普通科への進学を

希望する中学生が多く，年度によっては，専門

高校の入学志願者数が入学定員を割ることがあ

る。

そこで，これから高校選択をする中学生や保

護者が，高校選択をどのように考えているか，

さらには，専門高校，とりわけ工業科をどれだ

け認知し，どのように捉えているかについて調

査することとした。

（１） 調査内容

調査の本来の目的は，「中学生とその保護者

の工業高校に対する意識の調査」である。これ

まで，全県的な意識調査を行った経験が無かっ

たため，先行事例である宮城県教育委員会の

「高校教育に関する県民意識調査」（平成２０年１１

月実施）を参考に調査内容を検討した。

（２） 調査対象及び時期

広島県を６つの地域に分け，調査対象は，高

校選択が本格化していない，中学校第二学年生

徒とその保護者とした。理由として，中学校第

２．調査

中学生とその保護者の工業教育に対する意識調査
――高等学校教育に関する意識調査結果に基づいて――
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三学年の生徒では，時期的に高校受験先がほぼ

決定していると予想され，調査の意図とする回

答が得にくくなることや，調査の協力が困難と

判断したためである。

（３） 調査項目

本調査について１６項目の質問を用意した。調

査協力校は８校，中学校第二学年生徒８１５名，

保護者４０２名からの回答を得ることができた。

本報告書ではその一部を紹介する。

図１は中学生用調査用紙の一部である。保護

者に対しても，生徒との意識の差や違いなどを

分析したいため同様の質問をした。

調査は，中学生及び保護者ともに同様の内容

で用意し，それぞれの高校選択の視点や意識の

違いが分析できるようにした。

（１） 分析

因子分析は，主因子法を用いて初期解を得た

後，固有値１.０以上の因子に対して直交バリマ

ックス法による因子軸の回転を行った。そして

絶対値が０.４以上の因子負荷量を示すことを基

準に項目を選定して再度因子分析を繰り返した

結果，表１及び表２で示すように，３因子が抽

出された。

なお，データの分析に使用したソフトウエア

は，アドインソフトのエクセル統計である。

（２） 抽出因子の命名

抽出した因子は，因子軸回転後の寄与率が４０

％を越えており，これらの因子を採用すること

とし，各因子に含まれる項目の意味する共通性

などを解釈して，因子の命名を行った。

①　中学生抽出因子

第１因子は，「進学や就職のどちらでも対応

３．分析・考察
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図１　調査用紙（中学生用）

表１　中学生分析結果



ができる」「進学先や進学率の良さによる」

「就職先や就職率の良さによる」など進学先の

状況に関する項目が含まれていると解釈できる

ためこの第１因子を「教育内容と施設・設備」

と命名した。

第２因子は，「自分の慕う先輩がいる」「自

分の慕う先生がいる」「自分の友人がその高校

に進学する」など，第三者の存在や動向に影響

された高校選択に関する項目が含まれていると

解釈できるため，この第２因子を「友人関係に

よる高校選択」と命名した。

第３因子は，「家族がその高校を勧めている」

「先生がその高校を勧めている」など，高校選

択のアドバイスの受入れに関する項目が含まれ

ていると解釈できるため，この第３因子を「他

からの推薦」と命名した。

②　保護者抽出因子

第１因子は，「子どもの慕う先輩がいる」

「子どもの慕う先生がいる」「子どもの友人がそ

の高校に進学する」など，第三者の存在や動向

に影響された高校選択に関する項目が含まれて

いると解釈できるため，この第１因子を「人間

関係による高校選択」と命名した。

第２因子は，「進学や就職のどちらでも対応

ができる」「進学先や進学率の良さによる」な

ど，進学先の状況に関する項目が含まれている

と解釈できるため，この第１因子を「教育内容

と施設・設備」と命名した。

第３因子は，「その高校が子どもの学力に合

っている」「子どもが学びたいことがその高校

で学べる」など，子どもの個性や学力に関する

項目が含まれていると解釈できるため，この第

３因子を「子どもの個性や能力の重視」と命名

した。

③　抽出因子の比較

中学生及び保護者から抽出した因子を比較す

ると，第１因子と第２因子が逆転して表れてい

る。このことから，中学生及び保護者の高校を

選択する際の視点が違うことがわかる。

中学生は高校を選択する際に自分の将来を重

視して考え，保護者は第三者からの存在や動向

や情報などを判断材料として，高校を選択する

基準としていると考えられる。

また，中学生の第３因子に着目すると，「先

生がその高校を勧めている」が保護者の第１因

子に存在しており，保護者が高校選択をする際

に，情報不足や判断力不足が伺え，学校の情報

を得る環境になく，家庭での進路指導ができに

くい状況があるのではないかと考える。

調査結果から，中学生及び保護者が，これか

ら高校を選択しようとする際の判断材料として

必要とする学校の情報が不足していることが理

解できる。また，工業高校への関心を高め，工

業高校への進学を希望する生徒を増やすには，

中学生及び保護者がどのような情報を必要とし

ているかを的確に把握し，その情報をどの時期

に提供すると効果的であるかをさらに研究する

４．今後の取組として
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表２　保護者分析結果



必要がある。

分析で明らかになったように，保護者が子ど

もの高校選択を考える際に，知り合いの存在の

有無や指導者のアドバイスに，非常に大きな影

響を受けていた。

したがって，中学生や保護者が，自らの考え

で高校選択に臨んでもらうためには，両者を対

象とした工業高校説明会を行う一方で，中学校

教員を対象とした工業高校説明会や体験入学な

どを実施することも視野に入れた検討や準備が

早急に必要と考えている。

これらを実現することで，中学生や保護者が，

目的意識を持った高校選択をし，将来を見据え

た進路設計へつなげていくことの一助となるも

のと考えている。

また，中学生が工業高校へ進学して専門教育

を学びたいと思う気持ちは，ものづくりが「好

き」「面白い」という気持ちに端を発している

と考えられる。この気持ちが芽生えるのは，多

くは幼稚園や小学校段階であることから，中学

生にも必要ではあるが，さらに早い時期からも

のづくりを体験する具体的な技術教育の必要性

を強く感じている。

以上のことから，次の項目を具体的な取組事

例として挙げた。

工業科志向のための魅力づくりや，工業高校

の定員割れの改善，そして，工業高校の最大の

役割でもある将来のスペシャリストの育成に向

け，先に挙げた５つの取組事例について，実施

した際の効果や実施の可能性を検討しながら厳

選し，実践に向けての準備を進めていきたい。

最後に，本研究を進めるにあたり，御指導い

ただいた先生方，そして，調査に協力いただい

た中学生や保護者の皆様，中学校の先生方に心

から感謝申し上げます。
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○　進路選択に関する情報ニーズの把握

○　工業高校についての情報提供と周知

○　工業高校在学中の中学校OBの中学校

訪問，就職や大学等へ進学した中学生

OBの中学校訪問の実施

○　中学生を対象とする工業高校説明会や

PR活動の実施，わかりやすいPRパンフ

レット等の配布

○　中学校教員や中学生の保護者を対象と

する工業高校説明会，体験入学，ものづ

くり教室の実施
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